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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互に交差する第１及び第２の方向に向かって配列された複数の画素と、
　前記第１の方向に向かって隣接する前記画素間に配置され、前記第２の方向に延在する
垂直走査線と、
　前記第２の方向に向かって隣接する前記画素間に配置され、前記第１の方向に延在する
映像信号線と、
　前記第１の方向に向かって隣接する前記画素間に配置され、一定間隔において前記垂直
走査線と交差を繰り返し前記第２の方向に延在する補助容量線と、
　を備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記垂直走査線に対して前記補助容量線が蛇行し、この補助容量線が前記垂直走査線と
交差を繰り返すことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記補助容量線に対して前記垂直走査線が蛇行し、この垂直走査線が前記補助容量線と
交差を繰り返すことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記垂直走査線、前記補助容量線のそれぞれは、第２の方向に配列された１つの画素毎
に交差を繰り返すことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
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　前記垂直走査線、前記補助容量線のそれぞれは、第２の方向に配列された３つの画素毎
に交差を繰り返すことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　前記垂直走査線、前記補助容量線のそれぞれは、第２の方向に配列された１つの絵素毎
に交差を繰り返すことを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　互に交差する第１及び第２の方向に向かって配列された複数の画素と、
　前記第１の方向に向かって隣接する前記画素間に配置され、前記第２の方向に延在する
垂直走査線と、
　前記第２の方向に向かって隣接する前記画素間に配置され、前記第１の方向に延在し、
前記垂直走査線とは異なる導電層に配置された映像信号線と、
　前記第１の方向に向かって隣接する前記画素間に配置され、前記垂直走査線と同一導電
層に配置され、前記第２の方向に延在する補助容量線と、、
　一定間隔において前記垂直走査線と前記補助容量線とを繰り返し交差させ、前記映像信
号線と同一導電層に配置された交差配線とを備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項８】
　前記垂直走査線の両側に前記第２の方向において前記補助容量線が交互に延在し、この
補助容量線が前記交差配線を通して連結されることを特徴とする請求項７に記載の液晶表
示装置。
【請求項９】
　前記補助容量線の両側に前記第２の方向において前記垂直走査線が交互に延在し、この
垂直走査線が前記交差配線を通して連結されることを特徴とする請求項７に記載の液晶表
示装置。
【請求項１０】
　前記垂直走査線、前記補助容量線のそれぞれは、第２の方向に配列された１つの画素毎
に交差を繰り返すことを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項１１】
　前記垂直走査線、前記補助容量線のそれぞれは、第２の方向に配列された３つの画素毎
に交差を繰り返すことを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項１２】
　前記垂直走査線、前記補助容量線のそれぞれは、第２の方向に配列された１つの絵素毎
に交差を繰り返すことを特徴とする請求項７に記載の液晶表示装置。
【請求項１３】
　薄膜トランジスタ、その一方の主電極に電気的に接続された画素電極及び前記薄膜トラ
ンジスタと前記画素電極との間に電気的に並列に接続された補助容量を有し、互に交差す
る第１の方向及び第２の方向に配列された複数の画素と、
　前記第１の方向に向かって隣接する前記画素間に配置され、この画素の隣接する一方、
他方のそれぞれの前記薄膜トランジスタの制御電極に前記第２の方向において交互に電気
的に接続され、前記制御電極と同一導電層に配置された垂直走査線と、
　前記第２の方向に向かって隣接する前記画素間に配置され、この画素の隣接する一方の
前記薄膜トランジスタの他方の主電極に電気的に接続され、前記垂直走査線よりも上層の
導電層に配置され、前記第１の方向に延在する映像信号線と、
　前記第１の方向に向かって隣接する前記画素間に配置され、前記垂直走査線と同一導電
層に配置され、前記第２の方向に延在する補助容量線と、
　一定間隔において前記垂直走査線と前記補助容量線とを繰り返し交差させ、前記映像信
号線と同一導電層に配置された交差配線とを備えたことを特徴とする液晶表示装置。
【請求項１４】
　前記補助容量の一方の電極は前記薄膜トランジスタの一方及び他方の主電極、又は前記
薄膜トランジスタの半導体層と同一導電層により構成され、前記補助容量の他方の電極は
前記薄膜トランジスタの前記制御電極と同一導電層により構成されることを特徴とする請
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求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１５】
　前記垂直走査線の両側に前記第２の方向において前記補助容量線が交互に延在し、この
補助容量線が前記交差配線を通して電気的に接続されることを特徴とする請求項１３に記
載の液晶表示装置。
【請求項１６】
　前記補助容量線の両側に前記第２の方向において前記垂直走査線が交互に延在し、この
垂直走査線が前記交差配線を通して電気的に接続されることを特徴とする請求項１３に記
載の液晶表示装置。
【請求項１７】
　前記垂直走査線、前記補助容量線のそれぞれは、第２の方向に配列された１つの画素毎
に交差を繰り返すことを特徴とする請求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１８】
　前記垂直走査線、前記補助容量線のそれぞれは、第２の方向に配列された３つの画素毎
に交差を繰り返すことを特徴とする請求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項１９】
　前記垂直走査線、前記補助容量線のそれぞれは、第２の方向に配列された１つの絵素毎
に交差を繰り返すことを特徴とする請求項１３に記載の液晶表示装置。
【請求項２０】
　前記垂直走査線及び前記補助容量線はシリコン膜、高融点金属膜、高融点金属シリサイ
ド膜、ＭｏＷ膜、アルミニウム合金膜のいずれかの単層膜、又はそれらのいずれか２つ以
上を重ね合わせた複合膜により構成され、前記映像信号線及び前記交差配線はアルミニウ
ム合金膜の単層膜又はそれを主体とする複合膜により構成されることを特徴とする請求項
１３に記載の液晶表示装置。
【請求項２１】
　前記第２の方向に配列された１つの画素置き、又は３つの画素置き、又は１つの絵素置
きに反転駆動するドット反転駆動方式を採用したことを特徴とする請求項１、請求項７、
請求項１３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項２２】
　前記画素への映像信号の供給開始から一定期間、又は映像信号の供給停止から一定期間
、前記補助容量によりオーバードライブされることを特徴とする請求項１、請求項７、請
求項１３のいずれかに記載の液晶表示装置。
【請求項２３】
　互に交差する第１及び第２の方向に向かって配列された複数の画素を有する第１基板と
、
　前記第１の基板の上部に形成され、前記第１の方向に向かって延在する垂直走査線と、
　前記第１の基板の上部に形成され、前記第１の方向に向かって延在し、前記垂直走査線
から離隔された補助容量線と、
　前記第２の方向に向かって前記垂直走査線の上部に形成され、前記垂直走査線とともに
前記複数の画素を区分する複数の映像信号線と、
　前記第１の基板に対向する第２の基板とを備え、
　前記複数の画素は、前記第１の方向と並んでいる仮想線を境界にして第１のグループと
第２のグループに区分され、前記垂直走査線または前記補助容量線は前記仮想線に対して
前記第１のグループと前記第２のグループとの間を蛇行することを特徴とする液晶表示装
置。
【請求項２４】
　前記垂直走査線は前記仮想線に対して蛇行し、
　前記第１のグループに対応する第１の垂直走査線と、
　前記第２のグループに対応する第２の垂直走査線と、
　前記第１及び第２の垂直走査線を接続し、前記映像信号線と同一層に形成された交差配
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線とを含むことを特徴とする請求項２３に記載の液晶表示装置。
【請求項２５】
　前記補助容量線は前記仮想線に対して蛇行し、
　前記第１のグループに対応する第１の補助容量線と、
　前記第２のグループに対応する第２の補助容量線と、
　前記第１及び第２の補助容量線を接続し、前記映像信号線と同一層に形成された交差配
線とを含むことを特徴とする請求項２３に記載の液晶表示装置。
【請求項２６】
　前記第１及び第２の方向は互に垂直であり、前記交差配線は前記第２方向に並んでいる
ことを特徴とする請求項２３または請求項２４に記載の液晶表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、液晶表示装置に関し、特にアクティブマトリックス方式を採用する液晶表示
装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　アクティブマトリックス方式を採用する液晶表示装置においては、互いに交差する垂直
走査線と映像信号線との交差部分に画素が配置され、この画素は垂直走査線、映像信号線
のそれぞれの延在方向に規則的に複数配列されている。画素は、薄膜トランジスタ（TFT
：thin film transistor）と、画素電極と、補助容量（保持容量）とを備えている。薄膜
トランジスタの一方の主電極は映像信号線に接続され、ゲート電極は垂直走査線に接続さ
れ、他方の主電極は画素電極に接続されている。画素電極は液晶を介在して共通画素電極
に対向配置されている。補助容量は、薄膜トランジスタの他方の主電極と画素電極との間
に電気的に並列に接続されており、液晶の起立状態（配向状態）を制御する。
【０００３】
　下記特許文献１には、ドット反転駆動方式を採用する液晶表示装置において、補助容量
及びそれに接続される補助容量線のレイアウトが記載されている。この液晶表示装置は、
垂直走査線が延在する方向に向かって配列された複数の画素の各々の中央部分に１本の垂
直走査線を延在している。この垂直走査線の両側には交互に複数の画素の各々の薄膜トラ
ンジスタを配列している。この薄膜トランジスタの配列に対応させて垂直走査線の両側に
補助容量が交互に配列され、１本の垂直走査線の両側には合計２本の補助容量線が垂直走
査線と同一方向に延在している。
【０００４】
　補助容量は画素内に配置され、補助容量線は画素内特に画素電極に重複して延在する。
２本のうちの一方の補助容量線は垂直走査線の一側に配列された補助容量に接続され、他
方の補助容量線は垂直走査線の他側に配列された補助容量に接続されている。２本の補助
容量線には、薄膜トランジスタのオフ期間中に変化する互いに逆相の補助容量電圧が供給
され、この補助容量電圧が補助容量の一方の電極に印加されるようになっている。
【特許文献１】特開２００３－１５００８０号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　前述の特許文献１に記載される液晶表示装置においては、１本の垂直走査線に対して２
本の補助容量線が配置され、更にこれらの垂直走査線及び補助容量線はいずれも画素内に
延在するレイアウトが採用されている。透過型液晶表示装置を製作する場合、これらの垂
直走査線及び補助容量線は画素に対して重複して配置しているので、実効的な画素の開口
率が減少してしまい、液晶表示装置の透過率を低下してしまう点について、配慮がなされ
ていなかった。
【０００６】
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　本発明は上記課題を解決するためになされたものであり、本発明の目的は、画素の開口
率を向上することができ、光透過率を向上することができる液晶表示装置を提供すること
である。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の実施の形態に係る第１の特徴は、液晶表示装置において、互に交差する第１の
方向及び第２の方向に向かって配列された複数の画素と、第１の方向に隣接する画素間に
配置され、第２の方向に向かって延在する垂直走査線と、第２の方向に隣接する画素間に
配置され、第１の方向に延在する映像信号線と、第１の方向に向かって隣接する画素間に
配置され、一定間隔において垂直走査線と交差を繰り返し第２の方向に延在する補助容量
線とを備える。
【０００８】
　本発明の実施の形態に係る第２の特徴は、液晶表示装置において、互に交差する第１の
方向及び第２の方向に向かって配列された複数の画素と、第１の方向に向かって隣接する
画素間に配置され、第２の方向に向かって延在する垂直走査線と、第２の方向に隣接する
画素間に配置され、第１の方向に延在し、垂直走査線とは異なる導電層に配置された映像
信号線と、第１の方向に向かって隣接する画素間に配置され、垂直走査線と同一導電層に
配置され、第２の方向に延在する補助容量線と、一定間隔において垂直走査線と補助容量
線とを繰り返し交差させ、映像信号線と同一導電層に配置された交差配線とを
備える。
【０００９】
　本発明の実施の形態に係る第３の特徴は、液晶表示装置において、薄膜トランジスタ、
その一方の主電極に電気的に接続された画素電極及び薄膜トランジスタと画素電極との間
に電気的に並列に接続された保持容量を有し、互に交差する第１及び第２の方向に向かっ
て配列された複数の画素と、第１の方向に向かって隣接する画素間に配置され、この画素
の隣接する一方、他方のそれぞれの薄膜トランジスタのゲート電極に第２の方向において
交互に電気的に接続され、ゲート電極と同一導電層に配置された垂直走査線と、第２の方
向に向かって隣接する画素間に配置され、この画素の隣接する一方の薄膜トランジスタの
他方の主電極に電気的に接続され、垂直走査線よりも上層の導電層に配置され、第１の方
向に延在する映像信号線と、第１の方向に向かって隣接する画素間に配置され、垂直走査
線と同一導電層に配置され、第２の方向に延在する補助容量線と、一定間隔において垂直
走査線と補助容量線とを繰り返し交差させ、映像信号線と同一導電層に配置された交差配
線とを備える。
【００１０】
　本発明の実施の形態に係る第４の特徴は、互に交差する第１及び第２の方向に向かって
配列された複数の画素を有する第１基板と、前記第１の基板の上部に形成され、前記第１
の方向に向かって延在する垂直走査線と、前記第１の基板の上部に形成され、前記第１の
方向に向かって延在し、前記垂直走査線から離隔された補助容量線と、前記第２の方向に
向かって前記垂直走査線の上部に形成され、前記垂直走査線とともに前記複数の画素を区
分する複数の映像信号線と、前記第１の基板に対向する第２の基板とを備える。前記複数
の画素は前記第１の方向と並んでいる仮想線を境界にして第１のグループと第２のグルー
プに区分され、前記垂直走査線または前記補助容量線は前記仮想線に対して前記第１のグ
ループと前記第２のグループとの間を蛇行する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、画素の開口率を向上することができ、画素の光透過率を向上すること
ができる液晶表示装置を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施の形態に係るアクティブマトリックス方式を採用する液晶表示装置
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特に小型中型の液晶表示装置について、図面を参照して詳細に説明する。ここで、小型中
型の液晶表示装置とは、例えば携帯電話機、無線機、デジタルカメラ、ノート型パーソナ
ルコンピュータ等に組み込まれる例えば２０インチ以下の液晶表示部を有する液晶表示装
置を意味する。
【００１３】
　（第１の実施の形態）
【００１４】
［液晶表示装置のシステム構成］
　図４に示すように、本発明の第１の実施の形態に係るアクティブマトリックス方式並び
にドット反転駆動方式を採用する液晶表示装置１は、液晶表示部１０と、垂直走査線駆動
回路１１と、映像信号線駆動回路１２と、制御回路１３と、走査線シフトレジスタ１４と
、補助容量線タイミング発生回路１５と、電圧発生回路１６と、スイッチング回路１７と
を備えている。
【００１５】
　液晶表示部１０には複数の画素２０（２０（１１）、２０（１２）、…、２０（２１）
、２０（２２）、…）と、複数本の垂直走査線２１（２１（１）、２１（２）、…）と、
複数本の映像信号線２２（２２（１）、２２（２）、…）と、複数本の補助容量線２３（
２３（１）、２３（２）、…）とを備えている。
【００１６】
　画素２０は、液晶表示部１０において、第１の方向Ｄ１及びこの第１の方向Ｄ１と交差
する第２の方向Ｄ２に規則的に配列される。ここでは、上方から下方に向かって画素２０
（１１）、画素２０（１２）、…が一定の配列ピッチにおいて配列され、左方から右方に
向かって画素２０（１１）、２０（２１）、…が一定の配列ピッチにおいて配列されてい
る。
【００１７】
　１つの画素２０は、薄膜トランジスタ（TFT）２０１と画素容量２０２とを電気的に直
列に接続した直列回路により構成されている。この１つの画素２０は更に補助容量２０３
を備えている。薄膜トランジスタ２０１の一方の主電極（例えばソース領域）は画素容量
２０２の画素電極に電気的に接続されるとともに、補助容量２０３の一方の電極に電気的
に接続されている。薄膜トランジスタ２０１の他方の主電極（例えばドレイン領域）は映
像信号線２２に電気的に接続されている。薄膜トランジスタ２０１のゲート電極には垂直
走査線２１が電気的に接続されている。薄膜トランジスタ２０１は、この構造並びに接続
数に限定されるものではないが、第１の実施の形態において、電気的に直列に接続された
２個の薄膜トランジスタ２０１ａ及び２０１ｂにより構成されている。画素容量２０２は
、前述の画素電極と、この画素電極に対向配置される共通画素電極と、画素電極と共通画
素電極との間に配設された液晶とを備えて構成されている。補助容量２０３の他方の電極
は補助容量線２３に電気的に接続されている。なお、この薄膜トランジスタ２０１、画素
容量２０２及び補助容量２０３の具体的な構造は、後に図３を使用して説明する。
【００１８】
　垂直走査線（ゲート信号線）２１は、第１の方向Ｄ１に隣接する画素２０間に配置され
、第２の方向Ｄ２に延在する。例えば、垂直走査線２１（２）は、第１の方向Ｄ１に隣接
する画素２０（１１）と画素２０（１２）との間に配置される。垂直走査線２１は垂直走
査線駆動回路１１に接続され、この垂直走査線駆動回路１１は、垂直走査線２１を走査し
、走査された垂直走査線２１に接続された画素２０の薄膜トランジスタ２０１を導通させ
る。垂直走査線駆動回路１１は制御回路１３に接続され、この制御回路１３により垂直走
査線駆動回路１１の回路動作が制御されている。
【００１９】
　映像信号線（水平信号線）２２は、第２の方向Ｄ２に隣接する画素２０間に配置され、
第１の方向Ｄ１に延在する。例えば、映像信号線２２（２）は、第２の方向Ｄ２に隣接す
る画素２０（１１）と画素２０（２１）との間に配置される。この映像信号線２２は映像
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信号線駆動回路１２に接続され、この映像信号線駆動回路１２は、映像信号線２２を走査
し、走査された映像信号線２２に接続された画素２０の画素容量２０２に薄膜トランジス
タ２０１を通して映像信号を伝送する。映像信号線駆動回路１２は制御回路１３に接続さ
れ、この制御回路１３により映像信号線駆動回路１２の回路動作が制御されている。
【００２０】
　補助容量線２３は、その対応する垂直走査線２１が配置された画素２０間に配置され、
一定間隔においてこの対応する垂直走査線２１と交差を繰り返し第２の方向Ｄ２に延在す
る。例えば、補助容量線２３（２）は、垂直走査線２１（２）が配置された画素２０（１
１）と画素２０（１２）との間に配置され、垂直走査線２１（２）と一定間隔において交
差を繰り返す。表現を代えれば、垂直走査線２１（２）、補助容量線２３（２）のそれぞ
れは、一定間隔において交差を繰り返しながら、第２の方向Ｄ２に向かって延在している
。
【００２１】
　補助容量線２３はスイッチング回路（ＳＷ回路）１７に接続され、このスイッチング回
路１７は、補助容量線タイミング発生回路１５及び走査線シフトレジスタ１４を通して制
御回路１３に接続されるとともに、電圧発生回路１６に接続されている。スイッチング回
路１７のスイッチング動作は走査線シフトレジスタ１４、補助容量線タイミング発生回路
１５のそれぞれを通して制御回路１３により制御される。同様に、電圧発生回路１６の回
路動作は制御回路１３により制御される。スイッチング回路１７は、電圧発生回路１６に
より発生され供給される複数種類の電圧（補助容量信号又はオーバードライブ信号）を補
助容量線２３を通して画素２０の補助容量２０３に供給する。
［画素の配列レイアウト］
【００２２】
　第１の実施の形態に係る液晶表示装置１の液晶表示部１０は、同図４に示すように、第
１の方向Ｄ１に隣接する垂直走査線２１（１）と２１（２）との間の領域内において、第
２の方向Ｄ２に向かって奇数番目に配列された画素２０（１１）、２０（３１）、…を一
方の垂直走査線２１（１）に接続し、偶数番目に配列された画素２０（２１）、２０（４
１）、…を他方の垂直走査線２１（２）に接続している。すなわち、画素２０（１１）、
２０（２１）、２０（３１）、２０（４１）、…は１つの画素２０置き（１ドット置き）
に隣接する垂直走査線２１の一方、他方に交互に接続されている。
【００２３】
　更に、第１の実施の形態に係る液晶表示装置１はカラー液晶表示装置であり、画素２０
毎にカラーフィルタ２５が配置されている。第２の方向Ｄ２に配列された画素２０（１１
）、２０（２１）、２０（３１）のそれぞれには、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）
のそれぞれのカラーフィルタ２５が各々割り当てられる。第２の方向Ｄ２に配列された次
段の画素２０（４１）、２０（５１）、２０（６１）のそれぞれには、赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）、青色（Ｂ）のそれぞれのカラーフィルタ２５が各々繰り返して割り当てられる。
第１の方向Ｄ１に配列された画素２０（１１）、２０（１２）、…のそれぞれには赤色（
Ｒ）のカラーフィルタ２５が各々割り当てられる。画素２０（２１）、２０（２２）、…
のそれぞれには緑色（Ｇ）のカラーフィルタ２５が各々割り当てられる。画素２０（３１
）、２０（３２）、…のそれぞれには青色（Ｂ）のカラーフィルタ２５が各々割り当てら
れる。
【００２４】
　第１の方向Ｄ１に隣接する次段の垂直走査線２１（２）と２１（３）との間の領域内に
配列された画素２０（１２）、２０（２２）、２０（３２）、２０（４２）、…の接続関
係は前段と同様である。すなわち、第２の方向Ｄ２に向かって奇数番目に配列された画素
２０（１２）、２０（３２）、…を一方の垂直走査線２１（２）に接続し、偶数番目に配
列された画素２０（２２）、２０（４２）、…を他方の垂直走査線２１（３）に接続して
いる。次段以降の垂直走査線２１間に配列された画素２０の接続関係は前段と同様である
。
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【００２５】
　第２の方向Ｄ２に隣接する映像信号線２２（１）と２２（２）との間の領域内において
、第１の方向Ｄ１に向かって配列された画素２０（１１）、２０（１２）、…は一方の映
像信号線２２（１）に接続されている。第２の方向Ｄ２に隣接する次段の映像信号線２２
（２）と２２（３）との間に配列された画素２０（２１）、２０（２２）、…は一方の映
像信号線２２（２）に接続されている。次段以降の映像信号線２２間に配列された画素２
０の接続関係は前段と同様である。
［液晶表示装置の具体的な断面構造並びに平面構造］
【００２６】
　次に、第１の実施の形態に係る液晶表示装置１の具体的な断面構造並びに平面構造を説
明する。図３（左側）に示すように、液晶表示装置１は、方形形状を有する絶縁基板１０
１と、この絶縁基板１０１の表面上に対向して配設され絶縁基板１０１のサイズよりもひ
と回り小さいサイズの方形形状を有する対向基板１２１と、絶縁基板１０１と対向基板１
２１との間において対向基板１２１側に配設されるカラーフィルタ層１２２と、絶縁基板
１０１とカラーフィルタ層１２２との間に封入される液晶１１１とを備えている。
【００２７】
　ここで、第１の実施の形態に係る液晶表示装置１は光透過型を採用しているので、絶縁
基板１０１、対向基板１２１にはいずれも透明なガラス基板を実用的に使用することがで
きる。
【００２８】
　画素２０を構築する薄膜トランジスタ２０１の一方の薄膜トランジスタ２０１ａは、絶
縁基板１０１上に下地絶縁膜１０２を介して配設され、チャネル形成領域１０３ｂと、こ
のチャネル形成領域１０３ｂの両側に各々配設された一対の主電極（ソース電極又はドレ
イン電極）１０３ａと、チャネル形成領域１０３ｂ上のゲート絶縁膜１０４と、ゲート絶
縁膜１０４上の制御電極（ゲート電極）１０５とを備えている。薄膜トランジスタ２０１
の他方の薄膜トランジスタ２０１ｂは、薄膜トランジスタ２０１ａと同様の構造を有し、
絶縁基板１０１上に下地絶縁膜１０２を介して配設され、チャネル形成領域１０３ｂと、
このチャネル形成領域１０３ｂの両側に各々配設された一対の主電極１０３ａと、チャネ
ル形成領域１０３ｂ上のゲート絶縁膜１０４と、ゲート絶縁膜１０４上の制御電極１０５
とを備えている。
【００２９】
　チャネル形成領域１０３ｂ、主電極１０３ａは、いずれも同一導電層に形成され、かつ
同一半導体薄膜により形成されている。薄膜トランジスタ２０１ａ、２０１ｂのそれぞれ
の隣り合う一方の主電極１０３ａは一体化され、共用されている。半導体薄膜には例えば
製造プロセスにおいて絶縁基板１０１に影響を及ぼさない低温度により成膜された多結晶
シリコン膜（低温ポリシリコン膜）を実用的に使用することができる。また、半導体薄膜
には非晶質シリコン膜も使用することができる。主電極１０３ａは第１の実施の形態にお
いてｎ型に設定されており、結果として薄膜トランジスタ２０１はｎチャネル導電型によ
り構成されている。制御電極１０５にはゲート材、例えば製造プロセスにおいて低温度に
より成膜された多結晶シリコン膜、スパッタリングにより低温において成膜することがで
きる高融点金属膜、高融点金属シリサイド膜、ＭｏＷ膜、アルミニウム合金膜のいずれか
の単層膜を使用することができる。また、ゲート材には、それらいずれかの単層膜を複数
種類において少なくとも２層以上重ね合わせた複合膜を使用することができる。
【００３０】
　薄膜トランジスタ２０１、詳細には薄膜トランジスタ２０１ａの他方の主電極１０３ａ
には、制御電極１０５上の導電層に配設された映像信号線１０６ｈ（２２）が接続されて
いる。映像信号線１０６ｈには、薄膜トランジスタ２０１ａ、２０１ｂのそれぞれの制御
電極１０５の比抵抗値に比べて低い配線材料、例えばアルミニウム合金膜を実用的に使用
することができる。アルミニウム合金膜は例えばシリコンや銅を添加したアルミニウム薄
膜である。また、アルミニウム合金膜は、単層膜だけに限らず、下層にバリアメタル膜を
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備えてもよいし、上層に製造プロセスのフォトリソグリフィ技術において露光時の反射を
防止する反射防止膜を備えてもよい。
【００３１】
　補助容量２０３は、第１の電極（下層電極）１０３ｃと、第１の電極１０３ｃ上の誘電
体膜１０４ｃと、誘電体膜１０４ｃ上の第２の電極（上層電極）１０５ｃとを備えている
。第１の電極１０３ｃは、薄膜トランジスタ２０１ｂの他方の主電極１０３ａと一体に構
成され、共有されている。すなわち、第１の電極１０３ｃは主電極１０３ａと同一導電層
において同一導電性材料により構成されている。誘電体膜１０４ｃは薄膜トランジスタ２
０１ａ、２０１ｂのそれぞれのゲート絶縁膜１０４と同一絶縁層において同一絶縁材料に
より構成されている。第２の電極１０５ｃは薄膜トランジスタ２０１ａ、２０１ｂのそれ
ぞれの制御電極１０５と同一導電層において同一導電性材料により構成されている。
【００３２】
　画素容量２０２は、画素電極（第１の電極又は下部電極）１０７と、画素電極１０７に
対して離間され対向配置された共通画素電極（第２の電極又は上部電極）１２４と、画素
電極１０７と共通画素電極１２４との間に配設された誘電体膜（符号は付けない。）とを
備えている。画素電極１０７は補助容量２０３の第１の電極１０３ｃに中間配線１０６ａ
を通して電気的に接続されている。中間配線１０６ａは、第１の実施の形態において、映
像信号線１０６ｈ（２２）と同一導電層において同一導電性材料により構成されている。
つまり、中間配線１０６ａは薄膜トランジスタ２０１の制御電極１０５の上層の導電層に
配置されている。画素電極１０７は中間配線１０６ａの更に上層の導電層に配設されてい
る。この画素電極１０７にはＩＴＯ（インジウムスズ酸化物）膜を実用的に使用すること
ができる。画素容量２０２の誘電体膜は、画素電極１０７と共通画素電極１２４との間に
存在する誘電体膜、詳細には絶縁基板１０１側に配設される配向膜と対向基板１２１側に
配置される配向膜と前記両配向膜の間に封入された液晶１１１をと含む。、図３には簡略
化して示してあるが、絶縁基板１０１にはパッシベーション膜１１０が形成され、パッシ
ベーション膜１１０は制御電極１０５と映像信号線１０６ｈとの間の層間絶縁膜、中間配
線１０６ａと画素電極１０７との間の層間絶縁膜、最上層の配向膜を少なくとも含み構成
されている。
【００３３】
　なお、対向基板１２１上（図３中、下側表面）には、カラーフィルタ層１２２、オーバ
ーコート層１２３、共通画素電極１２４、パッシベーション膜１２５のそれぞれが順次積
層されている。カラーフィルタ層１２２には、画素２０毎に赤色、緑色、青色のそれぞれ
のカラーフィルタ２５が配列されている。カラーフィルタ層１２２は、その構造を明確に
示していないが、例えばブラックマトリックス層と、赤色、緑色又は青色に着色された着
色層とを備えている。カラーフィルタ層１２２の表面上にはオーバーコート層１２３が配
設されている。
【００３４】
　共通画素電極１２４はオーバーコート層１２３上に配設され、この共通画素電極１２４
には例えば画素電極１０７と同様にＩＴＯ膜を実用的に使用することができる。パッシベ
ーション膜１２５には少なくとも配向膜が含まれる。
【００３５】
　図１、図２及び図３に示すように、薄膜トランジスタ２０１の制御電極１０５には垂直
走査線１０５ｇ（２１）が電気的に接続されている。垂直走査線１０５ｇは、制御電極１
０５と同一導電層において同一導電性材料により構成されている。つまり、垂直走査線１
０５ｇと制御電極１０５とは一体化されている。垂直走査線１０５ｇは、特に図１及び図
２に示すように、画素２０（１１）の画素電極１０７と画素２０（１２）の補助容量２０
３との間、画素２０（２１）の補助容量２０３と画素２０（２２）の画素電極１０７との
間、画素２０（３１）の画素電極１０７と画素２０（３２）の補助容量２０３との間、…
のそれぞれを第２の方向Ｄ２に向かって直線状に延在している。換言すれば、補助容量２
０３は、垂直走査線１０５ｇを中心として第２の方向Ｄ２において１つの画素２０毎に上
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側と下側とに交互に繰り返し配列されている。
【００３６】
　補助容量線２３は、連結配線１０５ｓと、補助容量２０３の第２の電極１０５ｃと、連
結配線１０５ｓと第２の電極１０５ｃとの間を垂直走査線１０５ｇ（２１）を跨いで交差
する交差配線１０６ｇとを備えて構築されている。連結配線１０５ｓは、垂直走査線１０
５ｇを中心として第２の方向Ｄ２において１つの画素２０毎に上側と下側とに交互に繰り
返し配置され、第２の方向Ｄ２に延在する。この連結配線１０５ｓは、垂直走査線１０５
ｇに対して一定間隔離れ、平行に第２の方向Ｄ２に延在する。連結配線１０５ｓは、垂直
走査線１０５ｇ及び補助容量２０３の第２の電極１０５ｃと同一導電層において同一導電
性材料により構成されている。すなわち、連結配線１０５ｓは、第２の電極１０５ｃに一
体に構成され、かつ電気的に接続されている。交差配線１０６ｇは、補助容量線２３と垂
直走査線２１とを交互に繰り返し交差させるために、垂直走査線１０５ｇを中心として上
側に配置された連結配線１０５ｓと下側に配置された第２の電極１０５ｃとの間を垂直走
査線１０５ｇを跨いで電気的に接続し、又は上側に配置された第２の電極１０５ｃと下側
に配置された連結配線１０５ｓとの間を垂直走査線１０５ｇを跨いで電気的に接続する。
交差配線１０６ｇは、映像信号線１０６ｈ（２２）と同一導電層において同一導電性材料
により構成されている。つまり、補助容量線２３は、連結配線１０５ｓ、第２の電極１０
５ｃ、交差配線１０６ｇ、連結配線１０５ｓ、第２の電極１０５ｃ、交差配線１０６ｇ、
…のそれぞれを連続的に連結して構成されている。
［液晶表示装置の表示動作］
【００３７】
　第１の実施の形態に係る液晶表示装置１は図１乃至図５を用いて以下に説明するドット
反転駆動方式により液晶表示動作を実現する。ここでの液晶表示動作は、前述の図１及び
図３に示す、赤色（Ｒ）のフィルタ層１２２が配置された画素２０（１２）、緑色（Ｇ）
のフィルタ層１２２が配置された画素２０（２１）及び青色（Ｂ）のフィルタ層１２２が
配置された画素２０（３２）のカラー表示動作について説明する。
【００３８】
　まず、制御回路１３は垂直走査線駆動回路１１を駆動し、垂直走査線駆動回路１１は垂
直走査線２１（２）を選択する。この選択された垂直走査線２１（２）には図５に示す電
圧波形を有する垂直走査信号が供給される。選択された垂直走査線２１（２）とその上段
に隣接する垂直走査線２１（１）との間に配列され、垂直走査線２１（２）に接続された
１つおきの画素２０（２１）、２０（４１）、…のそれぞれの薄膜トランジスタ２０１の
制御電極１０５には垂直走査信号が入力される。同様に、選択された垂直走査線２１（２
）とその下段に隣接する垂直走査線２１（３）との間に配列され、垂直走査線２１（２）
に接続された１つおきの画素２０（１２）、２０（３２）、…のそれぞれの薄膜トランジ
スタ２０１の制御電極１０５にも垂直走査信号が入力される。この垂直走査信号が入力さ
れたこれらの薄膜トランジスタ２０１はオン状態になる。
【００３９】
　一方、制御回路１３は映像信号線駆動回路１２を駆動し、映像信号線駆動回路１２は映
像信号線２２（１）、２２（２）及び２２（３）を選択する。この選択された映像信号線
２２（１）、２２（２）及び２２（３）には例えば図５に示す電圧波形を有する映像信号
が供給される。この映像信号の電圧レベルは表示色、階調等により変化する。映像信号線
２２（１）に接続された画素２０（１２）の薄膜トランジスタ２０１の主電極１０３、映
像信号線２２（２）に接続された画素２０（２１）の薄膜トランジスタ２０１の主電極１
０３、映像信号線２２（３）に接続された画素２０（３２）の薄膜トランジスタ２０１の
主電極１０３にはいずれも映像信号が供給される。
【００４０】
　垂直走査線２１（２）と映像信号線２２（１）との交差部に配置された画素２０（１２
）、垂直走査線２１（２）と映像信号線２２（２）との交差部に配置された画素２０（２
１）、垂直走査線２１（２）と映像信号線２２（３）との交差部に配置された画素２０（
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３２）のそれぞれにおいては、既に薄膜トランジスタ２０１がオン状態にあるので、画素
電極１０７に映像信号が伝送される。画素２０（１２）、２０（２１）及び２０（３２）
においては、映像信号が画素電極１０７に供給されることにより、画素容量２０２の画素
電極１０７と共通画素電極１２４との間に電圧変化が生じ、液晶１１１の配向制御が行わ
れるので、液晶１１１の光透過率が変化し、表示が開始される。
【００４１】
　ここで、映像信号線２２（１）～２２（３）の選択動作に同期させ、制御回路１３は走
査線シフトレジスタ１４、補助容量線タイミング発生回路１５のそれぞれを通してスイッ
チング回路１７を駆動する。第１の実施の形態に係るスイッチング回路１７は、図５に示
すように、電圧発生回路１６により生成された電圧レベルが互いに異なる４種類の補助容
量信号Ｖ１～Ｖ４を、予め設定された一定順序により、一定期間、補助容量線２３（２）
に供給する。補助容量信号Ｖ３は補助容量線２３（２）の非選択時の電圧レベルである。
補助容量信号Ｖ２は、補助容量線２３（２）の選択時（１フィールド期間）の電圧レベル
である。補助容量信号Ｖ１は、補助容量線２３（２）に供給された補助容量信号Ｖ２の電
圧レベルを、オーバードライブ期間において、正（＋）方向にオーバードライブする電圧
レベルである。補助容量信号Ｖ４は、補助容量線２３（２）に供給されていた補助容量信
号Ｖ２の電圧レベルを、オーバードライブ期間において、補助容量信号Ｖ３よりも低い負
（－）方向にオーバードライブする電圧レベルである。つまり、それぞれの電圧レベルは
、補助容量信号Ｖ１が最も高く、補助容量信号Ｖ２、Ｖ３、Ｖ４の順番において順次低く
設定されている。
【００４２】
　従って、液晶表示装置１においては、画素２０の画素容量２０２への映像信号の供給開
始に同期して補助容量信号Ｖ１により補助容量２０３を正方向にオーバードライブ状態で
起動し、映像信号の供給停止に同期して補助容量信号Ｖ４により補助容量２０３を負方向
にオーバードライブ状態で停止することができる。この結果、液晶１１１の配向制御速度
（起立制御速度）の高速化を実現することができる。
【００４３】
　画素２０（１２）、２０（２１）及び２０（３２）の表示動作が行われるのと同時に、
第２の方向Ｄ２において、同一垂直走査線２１（２）に接続された次段の画素２０（４１
）、２０（５２）、２０（６１）、…の表示動作が同様に行われる。１水平期間の画素２
０の表示動作が終了すると、第１の方向Ｄ１において隣接する垂直走査線２１（２）の次
段の垂直走査線２１（３）に接続された画素２０の表示動作が行われる。
［液晶表示装置の特徴］
【００４４】
　以上説明したように、第１の実施の形態に係るドット反転駆動方式を採用する液晶表示
装置１は、図１、図２及び図４に示すように、垂直走査線２１が配置された画素２０間に
配置され、かつ一定間隔すなわち１つの（１ドットの）画素２０置きに垂直走査線２１と
交差を繰り返し第２の方向Ｄ２に延在する補助容量線２３を備える。つまり、１本の補助
容量線２３は、第１の方向Ｄ１において隣接する画素２０間において、第２の方向Ｄ２に
真っ直ぐに延在する１本の垂直走査線２１に対して、交差を繰り返し蛇行しながら（ジグ
ザグに）第２の方向Ｄ２に延在する。このように構成される液晶表示装置１は１本の垂直
走査線２１に対して１本の補助容量線２３を備え、液晶表示部１０に延在する補助容量線
２３の配列本数、特に画素２０を横切る補助容量線２３の配列本数を削減することができ
るので、画素２０の開口率を向上することができ、画素２０の光透過率を向上することが
できる。
【００４５】
　更に、第１の実施の形態に係る液晶表示装置１においては、図２及び図３に示すように
、補助容量線２３が連結配線１０５ｓ、補助容量２０３の第２の電極１０５ｃ及び交差配
線１０６ｇにより構成され、連結配線１０５ｓ及び第２の電極１０５ｃは垂直走査線１０
５ｇ（２１）と同一導電層において同一導電性材料により構成され、交差配線１０６ｇは
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映像信号線１０６ｈ（２２）と同一導電層において同一導電性材料により構成される。従
って、液晶表示装置１のデバイス構造において新たな導電層は必要とせず、又その製造プ
ロセスにおいて新たな工程追加は必要としないので、レイアウト変更のみで画素２０の光
透過率を向上することができる補助容量線２３を簡易に実現することができる。
　（第２の実施の形態）
【００４６】
　本発明の第２の実施の形態は、第１の実施の形態に係るドット反転駆動方式を採用する
液晶表示装置１において、垂直走査線２１と補助容量線２３との繰り返し交差の間隔を変
えた例を説明するものである。なお、第２の実施の形態並びに後述する第３の実施の形態
において、前述の第１の実施の形態において説明した構成要素と同一構成要素には同一符
号を付し、同一構成要素の説明は重複するので省略する。
［画素の配列レイアウト及び液晶表示装置の具体的な平面構造］
【００４７】
　第２の実施の形態に係る液晶表示装置１の液晶表示部１０は、図６及び図７に示すよう
に、第１の方向Ｄ１に隣接する垂直走査線２１（１）と２１（２）との間の領域内におい
て、第２の方向Ｄ２に向かって配列された３つの画素２０（１１）、２０（２１）及び２
０（３１）を一方の垂直走査線２１（１）に接続し、第２の方向Ｄ２に向かって配列され
た次段の３つの画素２０（４１）、２０（５１）及び２０（６１）を他方の垂直走査線２
１（２）に接続している。すなわち、画素２０（１１）、２０（２１）、２０（３１）、
２０（４１）、…は３つの画素２０置き（３ドット毎）に隣接する垂直走査線２１の一方
、他方に交互に接続されている。
【００４８】
　更に、第２の実施の形態に係る液晶表示装置１はカラー液晶表示装置であり、画素２０
毎にカラーフィルタ２５が配置されている。第２の方向Ｄ２に配列された画素２０（１１
）、２０（２１）、２０（３１）のそれぞれには、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）
のそれぞれのカラーフィルタ２５が各々割り当てられる。この３色のカラーフィルタ２５
が割り当てられた３つの画素２０（１１）、２０（２１）及び２０（３１）は１つの絵素
を構築する。同様に、第２の方向Ｄ２に配列された画素２０（４１）、２０（５１）、２
０（６１）のそれぞれには、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のそれぞれのカラーフ
ィルタ２５が各々繰り返し割り当てられる。第１の方向Ｄ１に配列された画素２０（１１
）、２０（１２）、…のそれぞれには赤色（Ｒ）のカラーフィルタ２５が各々割り当てら
れる。画素２０（２１）、２０（２２）、…のそれぞれには緑色（Ｇ）のカラーフィルタ
２５が各々割り当てられる。画素２０（３１）、２０（３２）、…のそれぞれには青色（
Ｂ）のカラーフィルタ２５が各々割り当てられる。
【００４９】
　第１の方向Ｄ１に隣接する次段の垂直走査線２１（２）と２１（３）との間の領域内に
配列された画素２０（１２）、２０（２２）、２０（３２）、２０（４２）、２０（５２
）、２０（６２）、…の接続関係は前段と同様である。すなわち、第２の方向Ｄ２に向か
って配列された３つの画素２０（１２）、２０（２２）及び２０（３２）を一方の垂直走
査線２１（２）に接続し、次段に配列された３つの画素２０（４２）、２０（５２）及び
２０（６２）を他方の垂直走査線２１（３）に接続している。次段以降の垂直走査線２１
間に配列された画素２０の接続関係は前段と同様である。
【００５０】
　第２の方向Ｄ２に隣接する映像信号線２２（１）と２２（２）との間の領域内において
、第１の方向Ｄ１に向かって配列された画素２０（１１）、２０（１２）、…は一方の映
像信号線２２（１）に接続されている。第２の方向Ｄ２に隣接する次段の映像信号線２２
（２）と２２（３）との間に配列された画素２０（２１）、２０（２２）、…は一方の映
像信号線２２（２）に接続されている。次段以降の映像信号線２２間に配列された画素２
０の接続関係は前段と同様である。
【００５１】
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　このように構成される第２の実施の形態に係るドット反転駆動方式を採用する液晶表示
装置１において、補助容量線２３は、その対応する垂直走査線２１が配置された画素２０
間に配置され、一定間隔においてこの対応する垂直走査線２１と交差を繰り返し第２の方
向Ｄ２に延在する。例えば、補助容量線２３（２）は、垂直走査線２１（２）が配置され
た画素２０（１１）と画素２０（１２）との間に配置され、垂直走査線２１（２）と一定
間隔において交差を繰り返す。垂直走査線２１（２）は、特に図６に示すように、３つの
画素２０（１１）、２０（２１）、２０（３１）のそれぞれの画素電極１０７と３つの画
素２０（１２）、２０（２２）、２０（３２）のそれぞれの補助容量２０３との間、３つ
の画素２０（４１）、２０（５１）、２０（６１）のそれぞれの補助容量２０３と３つの
画素２０（４２）、２０（４２）、２０（４２）のそれぞれの画素電極１０７との間、…
を第２の方向Ｄ２に向かって直線状に延在している。換言すれば、補助容量２０３は、垂
直走査線２１（２）を中心として第２の方向Ｄ２において３つの画素２０毎に上側と下側
とに交互に繰り返し配列されている。
【００５２】
　補助容量線２３の具体的な断面構造は前述の図３に示す第１の実施の形態に係る液晶表
示装置１の補助容量線２３と同様であり、補助容量線２３は、連結配線１０５ｓと、補助
容量２０３の第２の電極１０５ｃと、連結配線１０５ｓと第２の電極１０５ｃとの間を垂
直走査線１０５ｇ（２１）を跨いで交差する交差配線１０６ｇとを備えて構築されている
。すなわち、第２の実施の形態に係る液晶表示装置１において、補助容量線２３は、３つ
の画素２０置き又は１つの絵素置きに垂直走査線２１と交差を繰り返し第２の方向Ｄ２に
延在する。
［液晶表示装置の特徴］
【００５３】
　以上説明したように、第２の実施の形態に係るドット反転駆動方式を採用する液晶表示
装置１は、図６及び図７に示すように、垂直走査線２１が配置された画素２０間に配置さ
れ、かつ一定間隔すなわち３つの（３ドットの）画素２０置き又は１つの絵素置きに垂直
走査線２１と交差を繰り返し第２の方向Ｄ２に延在する補助容量線２３を備える。つまり
、１本の補助容量線２３は、第１の方向Ｄ１において隣接する画素２０間において、第２
の方向Ｄ２に真っ直ぐに延在する１本の垂直走査線２１に対して、交差を繰り返し蛇行し
ながら（ジグザグに）第２の方向Ｄ２に延在する。このように構成される液晶表示装置１
は１本の垂直走査線２１に対して１本の補助容量線２３を備え、液晶表示部１０に延在す
る補助容量線２３の配列本数、特に画素２０を横切る補助容量線２３の配列本数を削減す
ることができるので、画素２０の開口率を向上することができ、画素２０の光透過率を向
上することができる。加えて、補助容量線２３は３つの画素２０置き又は１つの絵素置き
に垂直走査線２１との交差を繰り返すので、第２の方向Ｄ２において、第１の実施の形態
に係る補助容量線２３の交差配線１０６ｇの配列本数に比べて補助容量線２３の交差配線
１０６ｇの配列本数を３分の１に削減することができる。
【００５４】
　更に、前述の第１の実施の形態に係る液晶表示装置１と同様に、第２の実施の形態に係
る液晶表示装置１においては、補助容量線２３の連結配線１０５ｓ及び第２の電極１０５
ｃが垂直走査線１０５ｇ（２１）と同一導電層において同一導電性材料により構成され、
補助容量線２３の交差配線１０６ｇが映像信号線１０６ｈ（２２）と同一導電層において
同一導電性材料により構成されているので、レイアウト変更のみで画素２０の光透過率を
向上することができる補助容量線２３を簡易に実現することができる。
　（第３の実施の形態）
【００５５】
　本発明の第３の実施の形態は、第２の実施の形態に係るドット反転駆動方式を採用する
液晶表示装置１において、補助容量線２３に対して垂直走査線２１を交互に繰り返し蛇行
させた例を説明するものである。
［画素の配列レイアウト及び液晶表示装置の具体的な平面構造］
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【００５６】
　第３の実施の形態に係る液晶表示装置１の液晶表示部１０は、図８及び図９に示すよう
に、第１の方向Ｄ１に隣接する垂直走査線２１（１）と２１（２）との間の領域内におい
て、第２の方向Ｄ２に向かって配列された３つの画素２０（１１）、２０（２１）及び２
０（３１）を一方の垂直走査線２１（１）に接続し、第２の方向Ｄ２に向かって配列され
た次段の３つの画素２０（４１）、２０（５１）及び２０（６１）を他方の垂直走査線２
１（２）に接続している。すなわち、画素２０（１１）、２０（２１）、２０（３１）、
２０（４１）、…は３つの画素２０置き（３ドット毎）に隣接する垂直走査線２１の一方
、他方に交互に接続されている。
【００５７】
　更に、第２の実施の形態に係る液晶表示装置１はカラー液晶表示装置であり、画素２０
毎にカラーフィルタ２５が配置されている。第２の方向Ｄ２に配列された画素２０（１１
）、２０（２１）、２０（３１）のそれぞれには、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）
のそれぞれのカラーフィルタ２５が各々割り当てられる。この３色のカラーフィルタ２５
が割り当てられた３つの画素２０（１１）、２０（２１）及び２０（３１）は１つの絵素
を構築する。同様に、第２の方向Ｄ２に配列された画素２０（４１）、２０（５１）、２
０（６１）のそれぞれには、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）のそれぞれのカラーフ
ィルタ２５が各々繰り返し割り当てられる。第２の方向Ｄ２に配列された画素２０（１１
）、２０（１２）、…のそれぞれには赤色（Ｒ）のカラーフィルタ２５が各々割り当てら
れる。画素２０（２１）、２０（２２）、…のそれぞれには緑色（Ｇ）のカラーフィルタ
２５が各々割り当てられる。画素２０（３１）、２０（３２）、…のそれぞれには青色（
Ｂ）のカラーフィルタ２５が各々割り当てられる。
【００５８】
　第１の方向Ｄ１に隣接する次段の垂直走査線２１（２）と２１（３）との間の領域内に
配列された画素２０（１２）、２０（２２）、２０（３２）、２０（４２）、２０（５２
）、２０（６２）、…の接続関係は前段と同様である。すなわち、第２の方向Ｄ２に向か
って配列された３つの画素２０（１２）、２０（２２）及び２０（３２）を一方の垂直走
査線２１（２）に接続し、次段に配列された３つの画素２０（４２）、２０（５２）及び
２０（６２）を他方の垂直走査線２１（３）に接続している。次段以降の垂直走査線２１
間に配列された画素２０の接続関係は前段と同様である。
【００５９】
　第２の方向Ｄ２に隣接する映像信号線２２（１）と２２（２）との間の領域内において
、第１の方向Ｄ１に向かって配列された画素２０（１１）、２０（１２）、…は一方の映
像信号線２２（１）に接続されている。第２の方向Ｄ２において、次段の映像信号線２２
（２）と２２（３）との間に配列された画素２０（２１）、２０（２２）、…は一方の映
像信号線２２（２）に接続されている。次段以降の映像信号線２２間に配列された画素２
０の接続関係は前段と同様である。
【００６０】
　このように構成される第３の実施の形態に係るドット反転駆動方式を採用する液晶表示
装置１において、補助容量線２３は、その対応する垂直走査線２１が配置された画素２０
間に配置され、一定間隔においてこの対応する垂直走査線２１と交差を繰り返し第２の方
向Ｄ２に延在する。例えば、補助容量線２３（２）は、垂直走査線２１（２）が配置され
た画素２０（１１）と画素２０（１２）との間に配置され、垂直走査線２１（２）と一定
間隔において交差を繰り返す。垂直走査線２１（２）は、特に図８に示すように、３つの
画素２０（１１）、２０（２１）、２０（３１）のそれぞれの画素電極１０７と３つの画
素２０（１２）、２０（２２）、２０（３２）のそれぞれの補助容量２０３との間、３つ
の画素２０（４１）、２０（５１）、２０（６１）のそれぞれの補助容量２０３と３つの
画素２０（４２）、２０（４２）、２０（４２）のそれぞれの画素電極１０７との間、…
を第２の方向Ｄ２に向かって延在している。第３の実施の形態に係る液晶表示装置１にお
いては、第２の実施の形態に係る液晶表示装置１とは異なり、補助容量線２３が第２の方
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向Ｄ２に直線状に延在し、垂直走査線２１がこの補助容量線２３に対して交互に繰り返し
交差しながら第２の方向Ｄ２に延在する。換言すれば、垂直走査線２１（２）は、補助容
量２０３を中心として第２の方向Ｄ２において３つの画素２０毎に上側と下側とに交互に
繰り返し配列されている。
【００６１】
　補助容量線２３の具体的な断面構造は前述の図３に示す第１の実施の形態に係る液晶表
示装置１の補助容量線２３の一部と同様であり、補助容量線２３は、連結配線１０５ｓと
補助容量２０３の第２の電極１０５ｃとを備え、連結配線１０５ｓと第２の電極１０５ｃ
とを第２の方向Ｄ２に交互に繰り返し配置しかつそれらを一体化したものである。垂直走
査線２１は、３つの画素２０置き又は１つの絵素置きに補助容量線２３の上側、下側に交
互に配置された垂直走査線１０５ｇと、補助容量線２３上ここでは第２の電極１０５ｃ上
を跨いで上側の垂直走査線１０５ｇと下側の垂直走査線１０５ｇとの間を接続する交差配
線１０６ｓとを備えて構成されている。交差配線１０６ｓは、前述の第２の実施の形態に
係る液晶表示装置１の補助容量線２３の交差配線１０６ｇと同様に、映像信号線２２（１
０６ｈ）と同一導電層に配置されかつ同一導電性材料により構成されている。
［液晶表示装置の特徴］
【００６２】
　以上説明したように、第３の実施の形態に係るドット反転駆動方式を採用する液晶表示
装置１は、図８及び図９に示すように、垂直走査線２１が配置された画素２０間に配置さ
れ、かつ一定間隔すなわち３つの（３ドットの）画素２０置き又は１つの絵素置きに垂直
走査線２１と交差を繰り返し第２の方向Ｄ２に延在する補助容量線２３を備える。つまり
、１本の垂直走査線２１は、第１の方向Ｄ１において隣接する画素２０間において、第２
の方向Ｄ２に真っ直ぐに延在する１本の補助容量線２３に対して、交差を繰り返し蛇行し
ながら（ジグザグに）第２の方向Ｄ２に延在する。このように構成される液晶表示装置１
は１本の垂直走査線２１に対して１本の補助容量線２３を備え、液晶表示部１０に延在す
る補助容量線２３の配列本数、特に画素２０を横切る補助容量線２３の配列本数を削減す
ることができるので、画素２０の開口率を向上することができ、画素２０の光透過率を向
上することができる。加えて、垂直走査線２１は３つの画素２０置き又は１つの絵素置き
に補助容量線２３との交差を繰り返すので、第２の方向Ｄ２において、垂直走査線２１の
交差配線１０６ｓの配列本数を削減することができる。
【００６３】
　そして、第３の実施の形態に係る液晶表示装置１においては、垂直走査線２１を蛇行さ
せ、画素２０の画素容量２０２の電荷（画素電極１０７に印加される電位）を決定する補
助容量線２３を直線状に延在したので、補助容量線２３に付加される寄生容量や寄生抵抗
を減少することができる。
【００６４】
　更に、第３の実施の形態に係る液晶表示装置１においては、補助容量線２３の連結配線
１０５ｓ及び第２の電極１０５ｃが垂直走査線１０５ｇ（２１）と同一導電層において同
一導電性材料により構成され、垂直走査線２１の交差配線１０６ｓが映像信号線１０６ｈ
（２２）と同一導電層において同一導電性材料により構成されているので、レイアウト変
更のみで画素２０の光透過率を向上することができる補助容量線２３を簡易に実現するこ
とができる。
　（その他の実施の形態）
【００６５】
　本発明は、前述の実施の形態に限定されるものではない。例えば、本発明は、アクティ
ブマトリックス方式並びにドット反転駆動方式を採用する有機エレクトロルミネッセンス
表示装置に適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００６６】
【図１】本発明の第１の実施の形態に係る液晶表示装置の液晶表示部の要部平面図である
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【図２】図１に示す液晶表示部の拡大平面図である。
【図３】図２に示すＦ３Ａ－Ｆ３Ａ切断線及びＦ３Ｂ－Ｆ３Ｂ切断線において切った断面
図である。
【図４】第１の実施の形態に係る液晶表示装置のシステム回路図である。
【図５】第１の実施の形態に係る液晶表示装置の表示動作を説明するタイムチャートであ
る。
【図６】本発明の第２の実施の形態に係る液晶表示装置の液晶表示部の要部平面図である
。
【図７】第２の実施の形態に係る液晶表示装置のシステム回路図である。
【図８】本発明の第３の実施の形態に係る液晶表示装置の液晶表示部の要部平面図である
。
【図９】第３の実施の形態に係る液晶表示装置のシステム回路図である。
【符号の説明】
【００６７】
　１　液晶表示装置
　１０　液晶表示部
　１０１　絶縁基板
　１０３ａ　主電極
　１０３ｂ　チャネル形成領域
　１０３ｃ　第１の電極
　１０４　ゲート絶縁膜
　１０４ｃ　誘電体膜
　１０５　制御電極
　１０５ｃ　第２の電極
　１０５ｓ　連結配線
　１０６ｇ、１０６ｓ　交差配線
　１０７　画素電極
　１１　垂直走査線駆動回路
　１１１　液晶
　１２　映像信号線駆動回路
　１３　制御回路
　１４　走査線シフトレジスタ
　１５　補助容量線タイミング発生回路
　１６　電圧発生回路
　１７　スイッチング回路
　２０　画素
　１２１　対向基板
　１２２　カラーフィルタ層
　１２３　オーバーコート層
　１２４　共通電極
　２０１、２０１ａ、２０１ｂ　薄膜トランジスタ
　２０２　画素容量
　２０３　補助容量
　２１、１０５ｇ　垂直走査線
　２２、１０６ｈ　映像信号線
　２３　補助容量線
　２５　カラーフィルタ
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摘要(译)

要解决的问题：提供具有改进的像素孔径比并采用有源矩阵模式和点反转驱动模式的液晶显示器。 ŽSOLUTION：液晶显示器1包
括：多个像素20，它们在彼此交叉的第一和第二方向上排列;垂直扫描线21，沿第一方向位于相邻像素20之间，沿第二方向延伸;视
频信号线22，沿第二方向位于相邻像素20之间并沿第一方向延伸;和子电容线23，在第一方向上位于相邻像素20之间并沿第二方向
延伸，同时以恒定像素间隔重复穿过垂直扫描线21。 Ž
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